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　さきに法隆寺を焼き，雲た金閣を

失つてしまつた．紙と木でできてい

るわ力咽g建築のこと故，燃えずに

今まで残つていたのカ｛むしる不思議

なくらいである．歎百年から千年以

上も兵凱のたえなかつたわカ｛國で，

このような脆弱なものカ㍉兵火にも

あわず，風や虫の害にもおがされず

奪にもうたれずに残つたことは，世

界各地にその例馨みない不思議であ

つて，その意er；kfわが國の國賓建造

物は世界的の償値のあるものである

これを火災報知や防火設備のととの

つた今同，つぎつ響に焼いてゆくこ

とは，天才的な才能を電マわが子を

一寸した不注憲で失うに似た残念さ

を感じさせる。

　一髄このような木造建築物が，火

災報知器や滑跡施設の充實だけで火

災からまもりうるものであるうが．

木造家屋の火災の性験はちようど日

本人の性格によく似て非常に氣の早

いものであり，畿火から4，5分で

1000℃以上の高温になy，7分で最

高の1200°～1300°Cに達し，10分

たてば1000℃以下にな9，2◎Odi・》

300℃hの温度が1時間以上持績する

それで，最初の2～3分間に塵置し

、なければ，その建物を救うことは不

可能であり，火災報知器の類も，10

0°C～200℃　を迅速に検幽して，ζ

画噂結したスプリンクラーのよう

な尊動滑火装置が働くようになつて

いなければ間にあわないからs［普通

の消火器材では無風時のあまP大e

　くない火災の延僥を喰いとめるくら

いの役にしかたたなΨ・。．またスプリ

ンクラ帥もどの部分にも萬ぺんなく

配置され，しかも繕封に一定の水置

渉たもたれていなければならず，ど

・んな優秀な器材でも蒼理上の手落ち

があれば安全とはいえない。ζのよ
　　網1　　　　　　　　　　　　　b　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－．

うな科學的装置は充分な計豊設es　t，　要ぶある。　i過去の因脅はなかなか改

綱心の注意がともなつてはじめて便められるものではなV・が・生産方式

゜値があるもQで，これがあるからと　の工業化という涯界の大きな歩みに

いつて安心していたのでは，かえつ　おくれれば，もうとりかえしのつか

てマイナスになることが多い。この　ない後進國になり下つてしまうであ

貼はむしる，何の装置もなかつた過　るう。

去敷百年の間の人々の，物を大切に　　都市不燃化にはいるいるの途があ

する心理の方がよほど効果的であつ　　るぶ，木渣のいけないこどは世界各

たと考えられ，ζれをわすれた科學　國の例でもあきらかで・欧米では嚴

は，この意味でかえつて有害である　密な法規で制限して都市に木造を禁

といえよう。　　　　　　　　　　　止して，は仁めて現在のような不擁

　熱海の火災亀，庵う人々の心を去　都市になつているので・木材が足り　　・

りかけて）・るが，忘れた頃には前となV・からだと）・うような理由からで

同じょうな，いや前よりひどいマッ　は繕封にない．木渣を難燃性にする

チ箱で埋めつくされている．贅材が　研究は，現厭ではきわめて必要であ

ない，像裕ぶないこいうのがっき＄　　りまた貴重なものであるけれど亀，

ので，、・つでも大火災のあとの復興そ演力・らとV・つで不燃性の新し・＼

は，また火種をつぎこむeとで終つ　構逡をしりぞけることは不可である

てしまう．ここは辛棒して，たとえ鐵筋コンクリートは防火上完全rcur

復卿ミ10年20年のびても，再び燃》・th・・，’それでもその工事方法の手工

えない街をつくることが，結局終局　一業性はあらためる必要ヵ言あb・また　　　，

の復興を早めることはわか礎つて鹸のため基礎か碓謹に・・たる

いる。こまごましい目先の慾にから　まで不必要な無駄溺多い・そして近

れるの力泪本人の悪い癖であり，貧　　い將來，模檬がえを必要とすると嚢

乏入の鏡失いをくりかえすζとにな　に，その構造髄溺マイナcaの劣力を’

る。イギリスのように父子代々一一藩　つくつてしまうのである。’

の洋服を傳える位の考えがあれば，　鋼材や輕金馬の牲能の向上と・構

・は働はくるしくても，いつがは立造方式の工業化と合理化による経濟

灘街をii”孫rc傳え，結局國殿活性は，從來もつと縞｛翠とさ緒金
を高めること瀬きる。　’　麟造に新しい用途をあたえる嫡、
　軍備のV・らな・覗在は，鐵やセメになPつつある・建築は人esの骨格

ント，アルミなどを國民生活の向上，と皮膚9よう犠のでな肺ばなら
につぎとみうる絶ntの機會である。　な）・という嘗葉のように・構勘ら

殖民地をもた姦い日本は寿むと寿ま　表面まであらゆる部公を一つのもの

ざるとにかかわらず，工業力で人口　でつくる思想は竜う古いといつてよ

を養わkければ成り立っでゅかない　い・力學的な構澄髄ちφらゆる機

そこで，あ購つて、・る蝶施灘・能噸じた表醗串営然異る鰍
フ旅活用して，從來手工業によつ鶴つぺき鳩その間噺しい設備
てV、たものまで工業製品に擁かえに必要な配管・配紬絶縁などの機
あまつた勢働力を工業につ蓬こんで’能系統溝装備され1るようになる・新　　〆

えら泌大きな工業渤齢つて，し磯築材料はこのよう紛化され．
アジア全髄の工業22ibなうくらい硬求に慮じるよ旅考案され・結　・
にしなtt、1・、．ばならな、・．失業救奏の合さわて・何一つ無駄のない・伽

美名にかくれて，能寧Q悪い手工業　ば血の出るような有機豊にま乏め上

　に劣力をi空費することは，目先だけ。げらるべきである、こうし下，i寒暖

の解決蟻であつT，絡局にば日本は

取残された貧乏國におちる結果とな

る．こ飽を合理的に解決するには，

職業編成から，さらにそれ以前の教

育制凌から，根本的に検討しで，明

漕以來確固たる歩をきずいた法科萬

能の杜會髄制を適當に改めでゆく必

風雨はもとより，火災にも，地震に

亀，空襲にも盗賊にも，ftえるよう’

な構造K一歩nt歩甦めてゆ嚢たいも

のである．
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